
立
ち
上
が
ろ
う
　み
ん
な
主
役
の
む
ら
お
こ
し

広報

No.465 の里 新庄
■人口動態■
令和２年10月31日現在

（  ）内は先月比
男 ……… 428人(＋4）
女 ……… 483人(＋1）
計 ……… 911人(＋5）
世帯数 … 390戸(＋1）

一
般
社
団
法
人
農
業
公
社
設
立
…
…
…
2
面

出
雲
街
道
交
流
フ
ェ
ス
タ
…
…
…
…
…
3
面

秋
の
ふ
る
さ
と
小
包
発
送
…
…
…
…
…
4
面

お
知
ら
せ
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
５
面

地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告
…
…
…
10
面

社
協
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
11
面

学
校
だ
よ
り
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
12
面

＝
主
な
記
事
＝

中学生が県北スマホサミットに参加しました。
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10
月
31
日
（
土
）
創
生
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社
の

設
立
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
公
社
は
、
現
在
新
庄
村
が
直
面
し
て
い

る
農
業
の
担
い
手
不
足
、
高
齢
化
、
遊
休

農
地
の
増
加
等
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

昨
年
よ
り
新
庄
村
農
業
活
性
化
委
員
会
を

中
心
に
議
論
を
重
ね
、
ア
グ
リ
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
を
機
能
強
化
し
営
農
指
導
や
独

自
で
の
農
地
経
営
、
農
作
業
受
託
が
実
施

で
き
る
よ
う
に
検
討
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
今
回
公
社
の
立
ち
上
げ
に
当
た
り
、
認

定
農
業
者
を
中
心
に
設
立
の
趣
旨
に
賛
同

い
た
だ
き
役
員
と
な
ら
れ
た
方
は
次
の
と

お
り
で
す
。

理
　
事
　
長
　
　
　
　
坂
本
　
英
典
　
氏

副
理
事
長
　
　
　
　
大
野
　
厚
吉
　
氏

理
　
　
事
　
　
　
　
石
藤
　
勝
美
　
氏

理
　
　
事
　
　
　
　
清
川
　
昭
浩
　
氏

理
　
　
事
　
　
　
　
稲
田
　
泰
男
　
氏

理
事（
常
任
理
事
）　
渡
邉
　
精
一
　
氏

監
　
　
事
　
　
　
　
髙
村
　
茂
博
　
氏

監
　
　
事
　
　
　
　
清
川
　
秀
夫
　
氏

　
ま
た
農
業
公
社
に
て
行
う
主
な
事
業
は

次
の
と
お
り
で
す
。

①
農
地
利
用
集
積
円
滑
化
に
関
す
る
事
業

②
農
地
の
作
業
受
委
託
に
関
す
る
事
業

③
新
規
就
農
者
支
援
に
関
す
る
事
業

④
農
産
物
生
産
に
関
わ
る
生
産
・
販
売
に

関
す
る
事
業

⑤
営
農
指
導
に
関
す
る
事
業

⑥
有
機
農
業
の
推
進
に
関
す
る
事
業

⑦
そ
の
他
法
人
の
必
要
と
す
る
事
業

　
今
後
、
村
民
の
皆
様
か
ら
農
地
の
借
り

受
け
を
行
い
、
４
月
か
ら
の
営
農
・
作
業

受
託
等
に
向
け
て
進
め
て
い
き
ま
す
の
で

ご
理
解
ご
協
力
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　
来
年
度
以
降
の
作
付
け
や
農
地
を
貸
し

た
い
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
事
務
局
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
新
庄
村
農
業
公
社
　
事
務
局

　
　
　
　
　
事
務
員
　
坂
本
、
池
田

℡
０
８
６
７‐

４
５‐

７
５
０
７

　
新
庄
村
産
業
建
設
課

　
　
　
　
農
業
委
員
会
担
当
　
竹
本

℡
０
８
６
７‐

５
６‐

２
６
２
８
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全
国
か
ら
４
千
件
を
越
え
る
応
募
が
あ

っ
た
、
令
和
２
年
度
募
集
の
観
光
庁
事
業

「
誘
客
多
角
化
等
の
た
め
の
魅
力
的
な
滞

在
コ
ン
テ
ン
ツ
造
成
」
実
証
事
業
に
、
こ

の
度
第
１
次
と
し
て
採
択
さ
れ
た
３
０
７

件
の
中
の
ひ
と
つ
に
、
新
庄
村
魅
力
再
発

見
「
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
Ｎ
Ｊ
Ｏ
！
」
事
業

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
影
響
に
よ
り
変
化
し
た
新
た
な
生
活

様
式
に
沿
っ
た
観
光
を
実
現
す
る
た
め
、

国
か
ら
２
千
万
円
の
支
援
を
受
け
て
、
よ

り
安
全
で
集
客
力
の
高
い
観
光
資
源
を
磨

き
上
げ
る
た
め
に
行
う
実
証
実
験
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　
本
事
業
に
お
い
て
、
村
の
特
産
品
を
活

用
し
た
コ
ロ
ナ
禍
で
も
販
売
可
能
な
新
商

品
開
発
や
、
３
密
を
避
け
て
村
内
を
楽
し

む
旅
行
プ
ラ
ン
の
企
画
な
ど
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
　
　
　
　
（
産
業
建
設
課
　
小
畑
）

　
10
月
29
日
（
木
）、
新
庄
村
役
場
庁
舎

整
備
検
討
委
員
会
と
村
議
会
の
合
同
で
、

今
後
の
庁
舎
整
備
の
参
考
と
す
る
た
め
、

江
府
町
役
場
新
庁
舎
と
西
粟
倉
村
役
場
新

庁
舎
を
視
察
し
ま
し
た
。

【
江
府
町
役
場
新
庁
舎
】

　
建
物
は
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
２

階
建
て
で
、
本
年

９
月
に
完
成
し
て

お
り
、
現
在
は
外

構
工
事
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
建
物
内
は
住
民

の
利
便
性
、
業
務

上
の
効
率
性
な
ど
を
重
視
し
た
機
能
や
配

置
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

【
西
粟
倉
村
役
場
新
庁
舎
】

　
建
物
は
木
造
２
階
建
て
（
一
部
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
を

含
む
）
で
あ
り
、

来
年
度
に
完
成
予

定
で
す
。

　
新
庁
舎
は
生
涯

学
習
施
設
と
図
書

館
を
含
め
た
複
合

施
設
「
あ
わ
く
ら

会
館
」
の
一
部
で

あ
り
、
整
備
の
理
念
や
村
産
木
材
の
活
用

の
方
法
な
ど
を
伺
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
、
本
村
の
視
察
に
御
対
応

い
た
だ
き
ま
し
た
江
府
町
役
場
及
び
西
粟

倉
村
役
場
職
員
の
皆
様
に
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
中
山
）

一
般
社
団
法
人
新
庄
村
農
業
公
社

　
　
　
　
　
　
　の
設
立
に
つ
い
て

観
光
庁
の
事
業
に

　
　
　
　
　
　新
庄
村
が
採
択

役
場
新
庁
舎
整
備
の
た
め
の

　
　
　
　視
察
を
行
い
ま
し
た



　
10
月
25
日（
日
）、
第
18
回
お
か
や
ま
県

民
文
化
祭
、「
文
化
が
ま
ち
に
あ
る
！
in
真

庭
」
の
一
環
と
し
て
、
出
雲
街
道
を
散
策

す
る
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
当
日
は
秋
晴
れ
の
中
、
村
内
外
か
ら
参

加
を
い
た
だ
き
、
約
６
．
５
㎞
の
道
の
り

を
約
３
時
間
か
け
て
歩
き
ま
し
た
。

　
四
十
曲
ト
ン
ネ
ル
の
鳥
取
県
側
坑
口
付

近
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
ガ
イ
ド
を
先
頭
に

険
し
い
峠
道
を
登
っ
た
あ
と
二
ツ
橋
地
区

で
休
憩
。

　
そ
の
後
、
嵐
ヶ
乢
を
越
え
、
後
鳥
羽
上

皇
石
碑
や
し
だ
れ
栗
、
硯
岩
な
ど
に
立
ち

寄
り
、
ガ
イ
ド
か
ら
の
歴
史
文
化
や
自
然

観
察
の
説
明
を
聞
き
な
が
ら
、
ゴ
ー
ル
で

あ
る
脇
本
陣
木
代
邸
に
全
員
無
事
に
到
着

し
ま
し
た
。
　

　
峠
道
の
整
備
や
ガ
イ
ド
な
ど
、
開
催
に

あ
た
り
、
多
く
の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ

き
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

　
美
作
地
域
10
市
町
村
の
中
学
校
を
対
象

に
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
適
切
な
利
用
に

つ
い
て
生
徒
た
ち
自
身
に
考
え
て
も
ら
う

「
県
北
ス
マ
ホ
サ
ミ
ッ
ト
２
０
２
０
」

（
県
教
委
主
催
）
が
10
月
24
日(

土)

、
県

立
津
山
中
学
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
新
庄
中
学
校
か
ら
は
、
児
童
生
徒
会
を

代
表
し
、
生
徒
会
長(

千
葉
光
里
君)

・
副

会
長(

髙
島
亜
純
さ
ん)

・
書
記(

稲
田
望
央

さ
ん)

・
会
計(

藤
田
久
美
さ
ん)

の
執
行
部

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
会
場
で
は
16
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
を

ポ
ス
タ
ー
発
表
。
新
庄
中
学
校
は
、
執
行

部
が
主
催
し
、
９
月
24
日(

木)

に
行
っ
た

授
業
「
生
徒
会
ネ
ッ
ト
モ
ラ
ル
教
室
」
の

成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。
こ
の
授
業
は
、

執
行
部
が
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
（
進
行

役
）
を
務
め
る
形
で
、
小
学
５
年
生
か
ら

中
学
３
年
生
ま
で
の
縦
割
り
班
ご
と
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
使
い
方
な

ど
、
家
庭
に
お
け
る
ル
ー
ル
づ
く
り
の
大

切
さ
に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　
意
見
発
表
や
質
問
の
受
け
答
え
に
意
欲

的
に
挑
ん
だ
り
、
他
校
の
中
学
生
と
積
極

的
に
交
流
す
る
４
人
の
姿
が
見
ら
れ
、
貴

重
な
学
び
の
場
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
　
　
　
　
　
（
新
庄
中
学
校
　
河
井
）

　
10
月
８
日
（
木
）
、
林
業
活
性
化
委
員

会
を
開
催
し
ま
し
た
。

①
役
場
新
庁
舎
建
設
村
産
材
活
用

②
役
場
新
庁
舎
建
設
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事

業③
村
に
返
還
予
定
の
採
草
地
活
用
方
法

の
３
項
目
を
協
議
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
10
月
27
日
（
火
）
に
は
、
木
質

バ
イ
オ
マ
ス
事
業
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム

を
設
置
し
、
役
場
の
熱
利
用
を
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
で
行
う
た
め
の
検
討
を
行
い
ま
し

た
。

　
今
後
、
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
の
先
進
地
を

視
察
し
、
新
庄
村
に
合
っ
た
バ
イ
オ
マ
ス

の
仕
組
み
づ
く
り
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
産
業
建
設
課
　
柴
田
）
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林
業
活
性
化
委
員
会

県
北
ス
マ
ホ
サ
ミ
ッ
ト

　〜
新
庄
中
の
取
組
を
紹
介
〜

出
雲
街
道
交
流
フ
ェ
ス
タ
開
催
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10
月
13
日
（
火
）
秋
の
ふ
る
さ
と
小
包

の
発
送
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
出
雲
街
道
結
び
米
２
種
、
う
め
ぼ
し
、

山
蕗
の
佃
煮
、
五
目
ご
飯
の
素
」
を
生
産

者
の
皆
さ
ん
と
箱
詰
め
し
て
、
計
３
３
９

箱
を
発
送
し
ま
し
た
。

　
次
回
12
月
に
発
送
を
予
定
し
て
い
る
冬

の
ふ
る
さ
と
小
包
は
、
ひ
め
の
も
ち
を
中

心
と
し
た
セ
ッ
ト
に
な
る
予
定
で
す
。
ご

家
族
や
ご
親
戚
、
ご
友
人
へ
の
贈
り
物
に

是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
産
業
建
設
課
　
小
畑
）

　
10
月
11
日
（
日
）
新
庄
村
交
通
指
導
委

員
に
よ
る
、
村
内
全
域
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

点
検
・
清
掃
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
各
地
域
の
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
清
掃
し
た

と
こ
ろ
、
磨
い
て
も
く
も
り
が
改
善
さ
れ

な
い
も
の
や
劣
化
し
て
い
る
も
の
を
数
点

確
認
し
ま
し
た
。
今
後
、
緊
急
性
の
高
い

も
の
か
ら
順
に
、
取
替
を
す
す
め
て
い
き

ま
す
。

　
今
年
度
は
旭
町
地
区
と
鍛
冶
屋
地
区
の

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
取
替
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。

　
新
庄
村
交
通
指
導
委
員
会
で
は
今
後
も

継
続
し
て
交
通
安
全
活
動
を
行
っ
て
い
き

ま
す
。

　
村
民
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
意
見
な
ど
あ
り
ま
し
た
ら
、

お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
総
務
企
画
課
　
中
川
）

カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
清
掃
の
実
施

秋
の
ふ
る
さ
と
小
包
発
送
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お

　
12
月
の
年
金
相
談
日
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

日
　時

　
12
月
10
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

　
12
月
24
日(

木)

　
10
時
〜
12
時

　
　
　
　
　
　
　
　
13
時
〜
16
時

場
　所

　
真
庭
市
役
所
久
世
本
庁
舎

予
約
先

　
津
山
事
務
所
お
客
様
相
談
室

　
0
8
6
8
‐
3
1
‐
2
3
6
0

＊
自
動
音
声
案
内
が
始
ま
り
ま
し
た
ら

　
①
番
を
押
し
、
次
に
②
番
を
押
し
て

　
下
さ
い
。

※

相
談
内
容
を
把
握
す
る
た
め
、
前
日

　
ま
で
に
必
ず
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

年
金
番
号
が
わ
か
る
も
の
と
、
本
人

　
確
認
が
で
き
る
免
許
証
、
保
険
証
な

　
ど
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

　
代
理
の
場
合
は
委
任
状
が
必
要
で
す
。

※

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

　
状
況
に
よ
り
、
中
止
す
る
こ
と
も
あ

　
り
ま
す
。
ご
理
解
の
程
よ
ろ
し
く
お

　
願
い
い
た
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

ら
知

せ

《
戸
籍
の
動
き
》

令
和
2
年
10
月
受
付
分

年
　金
　相
　談

11
月
の
納
税

国
保
税
　
　
　
（
６
期
）

納
期
限
　
11
月
30
日
（
月
）

出
生
届
　お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

＊
令
和
２
年
９
月
29
日

　
髙
岡
　
綾
人
（
蓮
・
梨
沙
）

＊
令
和
２
年
10
月
16
日

　
鈴
木
　
穂
乃
佳
（
一
成
・
彩
華
）

死
亡
届
　
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す
。

＊
令
和
２
年
10
月
12
日

　
石
山
　
薫
子
（
95
歳
）

＊
令
和
２
年
10
月
14
日

　
髙
田
　
壽
美
惠
（
99
歳
）

「
戸
籍
の
動
き
」
へ
の
掲
載
希
望
に

つ
い
て
、
遠
慮
な
く
住
民
福
祉
課
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
小
畑
）

　
　
　
　
　
　
　
　
あ
や
　
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ
　
の
　
か

﹁
保
育
所
入
所
受
付
﹂

　
令
和
３
年
度
新
庄
保
育
所
の
入
所
を

受
け
付
け
ま
す
。

〇
受
付
期
間

　
12
月
23
日
（
水
）
ま
で

○
対
象

　
現
在
園
を
利
用
し
て
い
る
児
童
・
新

年
度
入
所
希
望
児
童
・
年
度
途
中
入
所

希
望
児
童
（
対
象
年
齢
：
満
１
歳
の
誕

生
日
の
翌
日
か
ら
）

○
提
出
書
類

　
・
令
和
３
年
度
保
育
給
付
認
定
申
請

　
　
書
入
所
申
請
書

　
・
保
育
を
必
要
と
す
る
事
由
を
証
明

　
　
す
る
書
類

　
・
家
庭
状
況
調
査
票

○
申
込
提
出
先

　
提
出
書
類
は
役
場
住
民
福
祉
課
に
用

区 分
村　内

9月期
件 数
死 者

軽 傷
重 傷

1
1
0

1件
1人
0人

0
0
0

23件
1人

0 0人 0 18人
5人

本年の累計 9月期 本年の累計
真庭市内

事

故

9月期の交通事故発生状況

（総務企画課　中川）

意
し
て
あ
り
ま
す
。
書
類
を
揃
え
て
、

役
場
住
民
福
祉
課
へ
提
出
く
だ
さ
い
。

○
そ
の
他

　
期
間
終
了
後
も
随
時
受
付
を
し
て
い

ま
す
が
、
期
間
内
に
申
し
込
ま
れ
た
方

を
優
先
し
て
審
査
・
利
用
調
整
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
竹
本
）

　
新
庄
村
で
は
、
新
成
人
の
門
出
を
祝

う
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

○
日
時

　
令
和
３
年
１
月
２
日
（
土
）

　
　
午
前
10
時
開
式

　
　
　
（
受
付
　
午
前
９
時
30
分
〜
）

○
場
所
　
新
庄
村
公
民
館

○
対
象

　
平
成
12
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
13
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
、
現
在
新
庄

村
に
住
民
登
録
さ
れ
て
い
る
方
な
ら
び

に
新
庄
村
出
身
で
村
外
に
転
出
さ
れ
て

い
る
方
、
お
よ
び
平
成
28
年
３
月
に
新

庄
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
。

○
参
加
申
込
み

　
新
庄
村
に
住
民
登
録
し
て
い
る
方
に

は
11
月
中
に
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
の

で
、
同
封
の
は
が
き
で
出
欠
を
お
知
ら

せ
く
だ
さ
い
。

○
問
い
合
わ
せ
先

　
新
庄
村
教
育
委
員
会

　
　
０
８
６
７‐

５
６‐

３
１
７
８

（
教
育
委
員
会
　
高
岡
）

新
庄
村﹁
成
人
式
﹂の
ご
案
内
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来
年
１
月
２
日
（
土
）
に
開
催
を
予

定
し
て
お
り
ま
し
た｢

新
春
ジ
ョ
ギ
ン

グ
大
会｣

を
中
止
い
た
し
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
生
動
向

を
鑑
み
、
ラ
ン
ナ
ー
を
は
じ
め
、
大
会

運
営
に
関
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
の
安

心
・
安
全
の
確
保
が
困
難
で
あ
る
と
判

断
し
、
開
催
を
断
念
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

　
大
会
開
催
を
楽
し
み
に
さ
れ
て
い
た

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
大
変
残
念

な
報
告
と
な
り
ま
し
た
が
、
ご
理
解
の

ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
後
と
も
本
大
会
に
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援

を
た
ま
わ
り
ま
す
と
と
も
に
、
次
回
大

会
へ
の
ご
参
加
を
心
か
ら
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
　
小
泉
）

　
交
通
事
故
や
飲
食
店
で
の
食
中
毒
な

ど
、
第
三
者
の
行
為
に
よ
り
、
国
保
の

保
険
証
を
使
っ
て
医
療
機
関
の
治
療
を

受
け
た
場
合
は
、
必
ず
「
第
三
者
行
為

に
よ
る
傷
病
届
」
を
新
庄
村
役
場
住
民

福
祉
課
国
保
係
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
の
不
法
行
為
が
原
因
で
治
療

受
け
た
と
き
の
費
用
は
、
加
害
者
側
が

負
担
す
る
こ
と
が
原
則
で
す
が
、
国
保

を
使
っ
て
治
療
を
受
け
た
場
合
、
治
療

に
か
か
る
費
用
を
、
皆
さ
ん
に
納
付
し

て
い
た
だ
い
た
国
保
税
で
負
担
す
る
こ

と
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
「
第
三
者
行
為
に
よ
る
傷
病
届
」
は
、

本
来
費
用
を
負
担
す
べ
き
第
三
者
に
対

し
、
国
保
税
で
負
担
し
た
（
立
て
替
え

た
）
費
用
を
請
求
す
る
た
め
に
必
要
な

書
類
で
す
。
提
出
が
必
要
な
書
類
等
は
、

住
民
福
祉
課
に
用
意
し
て
お
り
ま
す
の

で
、
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

○
傷
病
原
因
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
ご
協

力
く
だ
さ
い
。

　
第
三
者
行
為
を
発
見
す
る
た
め
、
村

で
も
点
検
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
第
三

者
行
為
が
疑
わ
れ
る
治
療
（
打
撲
や
骨

折
な
ど
）
が
見
つ
か
っ
た
場
合
、
ケ
ガ

や
病
気
の
原
因
を
、
電
話
や
文
書
で
問

い
合
わ
せ
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ご
面
倒
を
お
か
け
し
ま
す

が
、
何
卒
回
答
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
整
骨
院
・
接
骨
院
で
施
術
を
受
け
た

場
合
、
健
康
保
険
の
対
象
に
な
る
場
合

と
、
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
が
使
え
る
場
合

　
外
傷
性
の
骨
折
、
脱
臼
、
打
撲
及
び

捻
挫
等
　

（
例
）
日
常
生
活
や
ス
ポ
ー
ツ
中
に
転

ん
で
膝
を
打
っ
た
り
、
足
首
を
ひ
ね
っ

た
り
し
て
、
急
に
痛
み
が
出
た
と
き

×

保
険
が
使
え
な
い
場
合

　
単
な
る
肩
こ
り
や
筋
肉
疲
労
、
神
経

痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
ヘ
ル
ニ
ア
な
ど
慢
性

的
な
病
気
か
ら
く
る
痛
み
、
脳
疾
患
の

後
遺
症
な
ど
の
慢
性
病

（※

施
術
は
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
全
額

自
己
負
担
と
な
り
ま
す
）

《
注
意
事
項
》

①
負
傷
の
原
因
は
正
し
く
伝
え
ま
し
ょ

う
。

②
療
養
費
支
給
申
請
書
は
、
内
容
を
よ

く
確
認
し
、
必
ず
自
分
で
記
入
・
捺
印

し
ま
し
ょ
う
。

③
治
療
が
長
引
く
場
合
は
、
内
科
的
要

因
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
医
師
の
診
断
を

受
け
ま
し
ょ
う

④
病
院
で
の
治
療
と
重
複
は
で
き
ま
せ

ん
。
病
院
と
同
じ
症
状
で
整
骨
院
や
接

骨
院
を
受
診
し
た
場
合
、
原
則
と
し
て

全
額
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
の
正
し
い
受
診
が
、
医
療
費

の
適
正
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
岡
山
県
で
は
、
11
月
に
「
お
か
や
ま

マ
イ
バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施

し
ま
す
。

　
家
庭
か
ら
は
毎
日
、
生
ご
み
、
紙
類
、

容
器
、
包
装
な
ど
、
多
く
の
ご
み
が
出

さ
れ
て
い
ま
す
。
「
お
か
や
ま
マ
イ

バ
ッ
グ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
は
、
レ
ジ
袋

の
削
減
を
通
し
て
環
境
に
や
さ
し
い
エ

コ
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
広
め
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

新
春
ジ
ョ
ギ
ン
グ
大
会
中
止

　
　
　
　
　
　の
お
知
ら
せ

柔
道
整
復（
整
骨
院・接
骨
院
）

　
　
　
　
　
　の
か
か
り
方

11
月
は
「
お
か
や
ま

　マ
イ
バ
ッ
ク
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

交
通
事
故
な
ど
で
国
保
の
保

険
証
を
使
う
場
合
は
︑
必
ず

届
出
を
お
願
い
し
ま
す
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み
な
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
、
マ
イ

バ
ッ
グ
を
持
参
し
て
、
レ
ジ
袋
の
削

減
に
御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
福
祉
に
つ
い

て
関
心
と
理
解
を
深
め
て
、
障
が
い

の
あ
る
人
が
社
会
・
経
済
・
文
化
な

ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
へ
積
極
的

に
参
加
す
る
意
欲
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
毎
年
12
月
３
日
か
ら

９
日
ま
で
の
１
週
間
を
「
障
害
者
週

間
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

誰
も
が
地
域
や
職
場
、
学
校
な
ど
で

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
合
い
、
支
え

合
う
共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め

に
も
「
障
害
者
週
間
」
は
大
変
意
義

の
あ
る
啓
発
活
動
で
す
。

　
障
が
い
の
あ
る
人
の
日
常
生
活
に

は
様
々
な
「
困
難
」
が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
障
が
い
の
あ
る
人
用
の
区
画

12
月
３
日
～
９
日
は

　
　﹁
障
害
者
週
間
﹂
で
す

へ
の
駐
車
や
歩
道
へ
の
駐
輪
な
ど
、

心
な
い
行
為
が
障
が
い
の
あ
る
人
の

社
会
参
加
を
妨
げ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

一
人
ひ
と
り
が
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ち
ょ
っ
と

し
た
心
遣
い
に
よ
り
、
障
が
い
の
あ

る
人
も
地
域
で
ご
く
普
通
に
生
活
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
福

祉
作
業
所
な
ど
の
製
品
を
購
入
し
た

り
、
そ
こ
に
仕
事
を
発
注
し
た
り
す

る
こ
と
は
、
社
会
参
加
へ
の
意
欲
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　
「
障
害
者
週
間
」
を
機
に
、
障
が

い
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参
加
に

対
す
る
よ
り
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
（
住
民
福
祉
課
　
藤
井
）

　
障
害
者
雇
用
促
進
法
で
は
常
時
雇

用
す
る
労
働
者
の
一
定
割
合
を
障
害

者
と
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
（
障
害
者
雇
用
率
）。

事
業
主
の
皆
様
へ

～
障
害
者
雇
用
率
が
0.1
％

　
　引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
～

　
障
害
者
雇
用
率
は
令
和
３
年
３
月

１
日
か
ら
0.1
％
引
き
上
げ
ら
れ
、

2.3
％
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

雇
用
す
べ
き
障
害
者
数
が
増
加
す
る

事
業
主
に
置
か
れ
ま
し
て
は
、
障
害

者
の
雇
い
入
れ
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
せ
先
】

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
津
山
　
求
人
・
企
画
部

門Tel
０
８
６
８‐

３
５‐

２
６
７
５

　
岡
山
県
最
低
賃
金
が
令
和
２
年
10

月
３
日
か
ら
改
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
時
間
額
　
８
３
４
円

▢問
岡
山
労
働
局
賃
金
室

℡
０
８
６‐

２
２
５‐

２
０
１
４

岡
山
県
最
低
賃
金
の
改
定

（
新
庄
村
俳
句
教
室
よ
り
）大

月

　幸
子 

南
亭

　骨
太 

三
鴨

　浩
子 

金
盛

　啓
子 

田
中

　寛
一

今
月
の
俳
句

寝
そ
び
れ
し
身
に
迫
り
来
る
秋
の
風

病
室
の
窓
に
眩
し
さ
春
日
か
な

す
り
む
い
た
膝
小
僧
か
な
秋
の
暮

力
な
く
大
き
な
主
は
穴
惑

金
木
犀
新
型
コ
ロ
ナ
の
マ
ス
ク
越
し

は
る
び
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　今
回
は
「
フ
レ
イ
ル
」
に
つ
い
て

の
お
話
を
し
ま
す
。

　フ
レ
イ
ル
と
は
、
高
齢
化
に
よ
っ

て
身
体
機
能
や
精
神
機
能
の
低
下
、

社
会
と
の
つ
な
が
り
が
希
薄
化
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
心
身
が
弱
っ
た
状

態
に
な
る
こ
と
を
指
し
ま
す
。
こ
の

フ
レ
イ
ル
の
状
態
が
進
行
す
る
こ
と

で
、
要
介
護
状
態
な
ど
健
康
寿
命
の

低
下
を
招
く
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　そ
ん
な
フ
レ
イ
ル
を
加
速
さ
せ
る

の
が
『
低
栄
養
』
で
す
。
フ
レ
イ
ル

を
進
行
さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
栄
養

状
態
に
気
を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
適
切
な
食
事
や
運
動
に
よ
っ
て

フ
レ
イ
ル
を
進
行
さ
せ
な
い
だ
け
で

な
く
、
健
康
な
状
態
を
取
り
戻
す
こ

と
も
で
き
ま
す
の
で
、
低
栄
養
に
な

ら
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
と
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を
摂
取
し
ま

し
ょ
う
。

（
住
民
福
祉
課
　山
口
）

お
元
気
で
す
か
？

林業退職金共済制度（林退共）について
　林退共は昭和57年に発足した林業界で働く方のために国が作った退職金制度です。
　この制度は、事業主の方々が、従事者の働いた日数に応じて掛金となる共済証紙を共済
手帳に貼り、その従事者が林業界をやめたときに林退共から退職金を支払うという、いわ
ば林業界全体の退職金制度です。

○掛金は、税法上について、法人では損金、個人企業では必要経費となります。
○掛金の一部を国が免除します。
○雇用事業主が変わっても退職金は企業間を通算して計算されます。

事業主の皆様へ
・共済証紙は労働日数に応じて適正に貼付して下さい。
・共済手帳を所持している従事者が林業界を引退するときは、忘れずに退職金を請求する
　よう指導して下さい。
詳しいことは、最寄りの支部または本部へお問い合わせ下さい。

〈お問い合わせ先〉
　独立行政法人勤労者退職金共済機構
　林業退職金共済事業本部

　〒170-8055　東京都豊島区東池袋1-24-1　ニッセイ池袋ビル
　電話03-6731-2889　FAX03-6731-2890

　・ホームページでもご案内しております。
　　http://www.rintaikyo.taisyokukin.go.jp/
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　消費者ホットライン１８８（局番なし）は、お近くの消費生活センタ

ー等の消費生活相談窓口をご案内することにより、消費生活相談の最初

の一歩をお手伝いするものです。

　「悪質商法等による被害にあった」「ある製品を使ってけがをしてし

まった」「お試し購入のはずが定期購入契約になっていた」などの消費

者トラブルで困っていませんか？

　また、「塾や習い事で教室が閉鎖になっていた月の月謝を返金してほ

しい」「感染予防等を理由に結婚式場をキャンセルしたところ、キャン

セル料を請求された」などの新型コロナウイルスに関連したトラブルや、

「台風で雨漏りし修理してもらったがさらにひどくなった」などの災害

に関するトラブルで困っていませんか？

　そんなときは一人で悩まずに、全国どこからでも３桁の電話番号でつ

ながる消費者ホットライン「188（いやや！）」にご相談ください。専

門の相談員がトラブル解決を支援します。

消費者庁　消費者ホットライン１８８イメージキャラクター

「イヤヤン」

消費者ホットライン188とは？

一人で悩まず、まずは相談
大切なのは、すぐに相談することです

困ったときは、一人で抱え込まないで「消費
者ホットライン「いやや」（局番なしの188）」
までお電話を
『泣き寝入りは超いやや（188）！』で覚えてね
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工事等入札結果

林道田井二ツ橋線改良工事令和2年10月26日 （株）三木工務店 令和2年12月18日2,400千円 （2,640千円）
小規模土地改良工事令和2年11月６日 （有）中山重機 令和3年３月31日6,500千円 （7,150千円）

業　　者　　名 落札価格（契約金額)事　　業　　名入 札 日 工 期

　
放
送
大
学
は
、
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　
10
代
か
ら
90
代
の
幅
広
い
世
代
、

約
９
万
人
の
学
生
が
、
大
学
を
卒
業

し
た
い
、
学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
、

様
々
な
目
的
で
学
ん
で
い
ま
す
。

　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な
ど
、
約

３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、

１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
や
サ
テ
ラ

イ
ト
ス
ペ
ー
ス
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
て
い
ま

す
。
お
気
軽
に
放
送
大
学
岡
山
学
習

セ
ン
タ
ー
（
０
８
６‐

２
５
４‐

９

２
４
０
）
ま
で
ご
請
求
下
さ
い
。

　
出
願
期
間
は
、
第
１
回
が
２
月
28

日
ま
で
、
第
２
回
が
３
月
16
日
ま
で
。

放
送
大
学

　入
学
生
募
集
の
お
知
ら
せ
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ま
し
た
。

11
月
の
予
定

※

27
日
開
催
の
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

は
、
参
加
を
中
止
し
ま
す
。

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
公
園
の
樹
々

が
紅
く
色
づ
き
始
め
た
頃
、
晴
天
に
恵

ま
れ
た
日
は
い
つ
も
の
歩
行
運
動
を
屋

外
散
歩
に
切
り
替
え
て
公
園
へ
出
掛
け

ま
し
た
。
　
太
陽
の
光
を
浴
び
る
と
、

骨
が
丈
夫
に
な
り
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や

集
中
力
ア
ッ
プ
な
ど
の
効
果
も
期
待
で

き
ま
す
。
日
光
浴

し
な
が
ら
、
き
れ

い
な
景
色
を
眺
め

て
、
心
も
体
も
元

気
に
過
ご
し
て
も

ら
い
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

【
ご
寄
付
】

10
月
１
日
〜
10
月
31
日

　
新
庄
村
社
会
福
祉
協
議
会
に
次
の
方

か
ら
ご
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
香
典
返
し

　
高
田
八
重
子
　
様

　
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
も
温
か
い
ご
厚
意
に
よ
り
た
く

さ
ん
の
柿
を
い
た
だ
き
、
干
し
柿
作
り

を
行
い
ま
し
た
。
利
用
者
の
皆
様
は
と

て
も
手
際
よ
く
、「
長
い
こ
と
し
て
な
い

か
ら
う
ま
く
で
き
る
か
な
ぁ
」
と
、
言

い
な
が
ら
も
包
丁
を
手
に
す
る
と
あ
っ

と
い
う
間
に
仕
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
昔
は
二
百
も
三
百
も
剥
い
て
軒
下
に

吊
し
て
い
た
な
ぁ
」「
皮
は
干
し
て
漬
物

に
し
た
ら
い
い
」
な
ど
、
楽
し
く
会
話

を
し
な
が
ら
の
作
業
と
な
り
ま
し
た
。

　
来
所
さ
れ
る
度

に
ど
ん
な
様
子
か

を
見
な
が
ら
「
カ

ビ
が
き
て
な
い
か

な
」「
そ
ろ
そ
ろ

揉
ん
で
み
た
ほ
う

が
い
い
」な
ど
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受

け
な
が
ら
食
べ
ご

ろ
に
な
る
の
を
楽

し
み
に
待
っ
て
い

ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
ま
だ

ま
だ
寒
く
な
り
ま

　社
協
へ
の
お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　
　
　
　
　5
6‐2
0
0
1

す
が
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
な
ど
の
予
防
に
努

め
な
が
ら
、
利
用
者
様
に
楽
し
く
過
ご

し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
季
節
に
あ
わ
せ

た
行
事
、
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　
令
和
２
年
度
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
防
止
対
策
に
よ
り
多
く
の

行
事
が
中
止
と
な
り
、
会
員
同
士
の
親

睦
を
深
め
る
機
会
も
ほ
と
ん
ど
な
く
冬

を
迎
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
寒
い
季
節
で
す
が
、
隣
近
所
で
声
掛

け
や
交
流
は
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
だ

き
、
閉
じ
こ
も
ら
な
い
日
常
生
活
を
心

が
け
て
く
だ
さ
い
。

10
月
の
活
動

20
日
　
中
学
生
と
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

　
　
　
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
会

　
　
　
　
　
　
　
（
会
員
26
名
）

21
日
　
老
人
ク
ラ
ブ
特
別
功
労
者

　
　
　
表
彰
授
与

29
日
　
花
壇
・
農
園
草
取
り

　
　
　
　
　
　
　
（
女
性
部
８
名
）

　
令
和
２
年
度
、
千
寿
会
所
属
の
建
部

始
正
氏
が
岡
山
県
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

長
表
彰
で
あ
る
特
別
功
労
者
表
彰
を
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　
高
下
と
中
谷
地
区
で
組
織
さ
れ
て
い

る
千
寿
会
で
は
、
会
長
職
を
担
う
会
員

が
な
く
、
平
成
23
年
か
ら
３
年
間
や
む

な
く
休
会
し
て
い
ま
し
た
が
、
建
部
氏

が
老
人
ク
ラ
ブ
入
会
と
同
時
に
会
長
就

任
を
承
諾
、
単
位
ク
ラ
ブ
消
滅
の
危
機

を
救
う
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
来
で
あ
れ
ば
岡
山
県
総
合
社
会
福

祉
大
会
で
授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
す
が
、

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
開
催
中
止
と
な
り
、
今
回
は
新
庄
村

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
長
よ
り
表
彰
状
及

び
記
念
品
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
後
ま
す
ま
す
ご
活
躍
さ
れ
ま
す
よ

う
、
ご
期
待
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　
２
年
間
の
役
員
任
期
の
締
め
く
く
り

と
な
る
令
和
２
年
度
、
長
年
続
け
て
き

た
保
育
園
児
と
の
交
流
事
業
及
び
緑
と

花
い
っ
ぱ
い
運
動
は
実
施
で
き
な
い
ま

ま
終
わ
り
を
迎
え
ま
す
。
次
期
役
員
へ

の
バ
ト
ン
タ
ッ
チ
の
準
備
と
し
て
、
10

月
29
日
花
壇
と
農
園
の
草
取
り
を
行
い

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
活
動
紹
介

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
活
動

女
性
部
草
取
り
作
業

老
人
ク
ラ
ブ
特
別
功
労
者
表
彰

さ
く
ら
の
里
の
活
動

社
協
だ
よ
り
理
想
の
福
祉
を
目
指
し
て



再生紙を使用しています

　10月20日(火)、秋晴れの中、ふれあい公園多目的広場で「グラウンドゴルフを楽しむ会」が開催され
ました。
　老人クラブ員･生徒･教員が混成で７～８人のチームを作り
８ホールを回ってスコアを競いました。
　老人クラブの方から打ち方やスコアのつけ方を教えてもら
いながらプレーをしました。生徒からは、「3年間やって、楽
しすぎました。老人クラブの方にたくさんほめてもらったりし
たのでうれしかったです。」「老人クラブの方に拍手をもらっ
てとてもうれしかったです。」「なかなか老人クラブの方とも
交流する機会がないので緊張したのですが、温かい雰囲気
でできました。村内で会ったりしたら声をかけたいなと思い
ます。」などの感想がありました。老人クラブの方からも「午
後のひと時の数時間でしたが中学生の皆さんとグラウンド
ゴルフの試合中に好プレー珍プレーなど出て楽しく過ごすこ
とができたことに感謝いたします。来年も参加を楽しみにし
ています。」「秋晴れの中楽しいひと時を過ごさせていただ
きました。ボールはなかなか思うようにはいきませんでした
が若い皆様の声を聞きながらのゲーム、元気が出ました。有
難うございました。」と言う感想をいただき、よい交流会と
なりました。　　　　　　　　　（新庄中学校　河井）

中学校だより中学校だより中学校だより

　10月22日（木）に、「令和２年度新庄村小
中一貫教育校研究発表会」が行われました。
本年度の研究会には、村内外より約40名の方
にご参加いただきました。
　小学校１年、中学校１年で道徳科の公開授
業を見ていただきました。授業では、道徳的
価値について自分事として考え、友だちとの
話し合いを通して理解を広げたり深めたりで
きることを目指しています。
　小学校１年では「優しさ・親切」について、
中学校１年では「公平と不公平」についての
授業でしたどちらの学級でも、児童生徒は進
んで自分の考えを発表したり友だちと意見を
交換したりする姿が見られました。
　その後の授業検討会では、小倉村長のあい
さつに続き、本校の研究についての発表、津
山教育事務所の先生から指導助言があり、多
くの学びを得た一日となりました。

（新庄小学校　熊谷）
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小学校だより小学校だより小学校だより 小中一貫教育校　研究発表会を開催小中一貫教育校　研究発表会を開催

グラウンドゴルフを楽しむ会
～老人クラブとの楽しい交流～
グラウンドゴルフを楽しむ会
～老人クラブとの楽しい交流～


